
国土交通省

■ 選考委員からの講評 13：00 ～ 13：20

　 国土交通省バリアフリー化推進功労者表彰選考委員会 委員長　秋山　哲男  氏

■ 受賞事例報告 ～受賞者より～ 13：20 ～ 14：30

　北海道空港株式会社
　　 新設の国際線ターミナルにおいて、基本設計時から有識者や障害当事者等による検討委員会などの意見を設計

や工事に反映。手動車いすで利用できる一般便房、弱視者に配慮した設備、エスカレーター逆進入防止設備、
６カ国語によるサインの整備など、高度なバリアフリー化を実現。

　東京国際空港ターミナル株式会社・京浜急行電鉄株式会社・東京モノレール株式会社
　　�新設の国際線ターミナルにおいて、有識者や障害当事者等のほか関係事業者が参加した検討委員会などの意見
を設計や工事に反映。鉄道駅ホーム階と到着・出発階を直接結ぶ大型エレベーターの整備や、モノレールのホー
ムから出発ロビーまでフラットな動線の確保など、施設全体における高度なバリアフリー化を実現。

　株式会社みずほ銀行
　　�誰にでも利用しやすい銀行を目指した「ハートフルプロジェクト」を立ち上げ、全店統一の改修基準を定め、
店舗における段差解消、車いすでも利用できるトイレ・駐車場、視覚障害者対応ATMなどの整備を実施したほか、
障害の種別に応じた応対マニュアルの整備をするなど、利用しやすい銀行店舗づくりを実施。

　音羽山  清水寺
　　�国宝・重要文化財として改修上の制約が多く、また高低差の大きい傾斜地において、障害者等用の車によるア
クセスを確保し、車いす用の参道の舗装や音羽の滝付近の大規模改修によるスロープ整備をはじめとする境内
一周ルートの整備のほか、複数箇所の多機能トイレ整備など、寺社地のバリアフリー化を実施。

　北大阪急行電鉄株式会社・吹田市・豊中市
　　�傾斜地の谷部にあり市境に位置する鉄道駅において、関係両市が共同でバリアフリー基本構想を策定するとと
もに、駅舎を新たに設置し、エレベーターや国道を立体横断する通路等を整備して周辺住宅地へのフラットな
ルートを確保し、既存鉄道駅において事業者と地方公共団体が一体となったバリアフリー化を実現。

■ 表彰状授与 14：30 ～ 15：00

プ ロ グ ラ ム

参加ご希望の方は、平成 23 年 1 月 12 日（水）までに下記お問い合わせ先へご連絡ください。

※やむを得ず進行を変更することがあります。ご了承下さい。
※お申し込み多数の場合は、定員に達した時点で締め切りとさせて頂きます。
※入場チェックがありますので、社員証など身分を証明できるものをお持ち下さいますようお願いします。

−お申し込み・お問い合わせ先−
　　国土交通省 総合政策局 安心生活政策課　　表彰式担当（TEL 03-5253-8307 ／ FAX 03-5253-1552）

日 時 : 平成 23 年 1 月 18 日（火）  開場 12 時／開演 13 時

会 場 : 国土交通省 10 階共用会議室 A（大ホール）
　　　千代田区霞が関 2-1-3　中央合同庁舎 3 号館　
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